
■時間軸の作成 と 簡易な条件分岐

　
　

counterオブジェクト。
アーギュメントによって
１から４までのカウントに設定

select オブジェクト。
入力がアーギュメントと同じもの
である時、アーギュメントの順に
対応したアウトレットから
Bangが出力

line~ オブジェクト。
デジタルオーディオデータを扱って、
その数値を直線的に変化させる。
例） 1から0まで 100msecかけて変化

＊～オブジェクト。
デジタルオーディオデータを扱って、
乗算を行う。

・  「metro」 + 「 counter」  による時間軸の作成
・  「 select 」 による 簡易な 条件分岐 
・　カウントすることによって、４個のタイミングを設定する
・　４個のタイミングそれぞれに独自のデータの流れを作る

メッセージ（リストメッセージ）
line~オブジェクトを設定する。
1まで1msec.かけて数値を変化
その後、0まで100msec.かけて
数値を変化させる。
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